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平成１７年度授業力ブラッシュアッププラン授業研究会

第６学年理科学習指導案
指導日時 平成１７年９月１５日（木）５時間目
指導場所 普代村立普代小学校 理科室
指導学級 ６年生 男１０名 女１０名 計２０名
指 導 者 普代村立普代小学校 教諭 田代 英樹

１ 単元名 ６ 水溶液の性質とはたらき（東京書籍）

２ 単元について
（１）教材観

この単元に関わる小学校学習指導要領第６学年の「Ｂ 物質とエネルギー」領域に
おける目標及び内容は次の通りである。
（１）いろいろな水溶液を使い，その性質や金属を変化させる様子を調べ，水溶

液の性質や働きについての考えをもつようにする。
ア 水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性のものがあること。
イ 水溶液には，気体が溶けているものがあること。
ウ 水溶液には，金属を変化させるものがあること。

これを受け本単元では，水溶液の性質（気体がとけているものがあること，酸性，
中性，アルカリ性のものがあること，金属を変化させるものがあること）をとらえる
ようにする。
これらの学習を通して，水溶液の性質とその働きについての見方や考え方をもたせ

ることとともに，水溶液の性質や働きを多面的に追究する能力や，日常生活に見られ
る水溶液を興味・関心をもって見直す態度を育てることが大きなねらいである。

（２）児童観
本単元の学習を進めるにあたり，その基盤となる既習事項の定着状況や学習に関わ

る予備知識がどの程度なのかを把握するため，実態調査を行った。
水溶液の定義についてはどの児童も概ね理解していた。また，ものが水にとける量

には限界があることと，食塩水を熱し，水を蒸発させると食塩が析出することもよく
理解していた。それに比較して，水の温度ととける量の関係やホウ酸の析出について
は理解が十分とは言えなかった。

， ，既習事項についての理解は概ね高く 本単元の学習においても既習事項を想起させ
それを活用していくことが学習を効果的に進める上で有効であると考えられる。
未習単元についての予備知識については，硫酸や塩酸という名前を知っている児童

が少なく，その性質を知っている児童はほとんどいなかった。予備知識は「もののと
けかた」の学習内容以外にはほとんど持ち合わせていないと考えられる。
また，本学級の児童は学習意欲が旺盛で，且つグループで学ぶ際のマナーについて

もよくわきまえている。仲間と実験等の役割を手早く分担し，協力しながら課題を解
決している。実験や作業を伴う学習でも準備，後片付けを手際よく取り組み，やり遂
げる。
一方，課題を解決するために予想をたて，解決までの構想をもとに観察・実験の方

法を工夫するなど見通しをもつことや，生活経験等の不足から多様なアイデアを出す
ことができない児童が見られ，解決への支援が必要なことが多い。更に，条件をどの
ように設定して観察・実験を行うか判断ができず，そのため課題に対して十分な結果
が得られない児童も見られる。総じて科学的な思考力が十分には身に付いていないよ
うに思われる。
また，平成１６年度学習定着度状況調査の結果，久慈地区児童の傾向として「科学

的思考」について，正答率７０％未満の問題の９問のうち４問を占め，また県比較正
答率で９０％未満３問のうち２問を占めるなど，特に低い領域であり本校の実態と照
らし合わせても課題となると言える。よって意図的に思考力を高める指導を計画し，
組み入れていくことでその能力を育てていきたい領域である。

（３）指導観
上記を踏まえ，本単元を次の５点に留意し指導することとする。

ア 今回学習する３つの内容を受け 「水溶液のちがいをしらべよう 「水溶液には， 」
どんななかまがあるのだろう 「金属を水溶液に入れるとどうなるのだろう」の大」
きく３つの小単元に分けて指導する。

イ 単元を通して水溶液に対する様々な課題意識が持続するよう，課題解決的な学習
展開を工夫する。さらに課題意識を喚起できるような問題提示を工夫する。

ウ 水溶液の種類によっては人体に有害であったり，事故やけがに注意しなければな
。 。らなかったりするものがある よって水溶液の取り扱いについての指導を徹底する

エ 児童にとっての既習事項「もののとけ方」の学習を想起させたり，関連づけさせ
ることで，学習を効果的に進めるための一助とする。

オ 条件を統御した実験をするための思考力や技能を高めたり，実験結果を構造的に
まとめられるように，結果のまとめ方や活用の仕方について工夫した学習展開を心
がける。
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３ 単元目標
水溶液には何がとけているかに問題をもち，水溶液には気体や固体がとけているもの

があることを調べる。また，リトマス紙を使うと水溶液を酸性、中性、アルカリ性にな
かま分けできることをとらえるようにする。次に，身のまわりの水溶液と金属の試料な
どから，水溶液は金属を変化させるかに問題をもち，多面的に追究していく中で，金属
が水溶液によって質的に変化していることをとらえるようにする。
〈観点別評価規準〉
○ 自然事象への関心・意欲・態度
① ５つの水溶液のちがいに興味をもち，進んでそのちがいを調べようとする。
② 雨水の影響や身のまわりの水溶液と金属の試料などから，金属に水溶液を注
ぐと変化するかどうかに興味をもち，進んで変化のようすを観察しようとする。

○ 科学的な思考
① 実験結果をもとにして，教師の水溶液が何であるかを考えることができる。
② 水溶液をリトマス紙の色の変化によって酸性，中性，アルカリ性に判別し，
水溶液の性質で３つになかま分けできると考えることができる。

③ 金属がとけた液を蒸発させて出てきたものが水にとけることから，金属は水
溶液によって別のものに変化したと考えることができる。

○ 観察・実験の技能・表現
① 水溶液を蒸発させて，とけているものが気体か固体かを見分け，記録するこ
とができる。

② リトマス紙を正しく扱い，水溶液をつけて調べ，色の変化のようすを的確に整
理して、記録することができる。

○ 自然事象についての知識・理解
① 水溶液には，気体や固体がとけているものがあることを理解する。
② 水溶液には，酸性、中性、アルカリ性のものがあり，リトマス紙で判別する
ことができることを理解する。

③ 水溶液には，金属を変化させるものがあることを理解する。

４ 指導計画
次 時 学 習 活 動 評価規準

関心・意欲・態度①
○ 塩酸，炭酸水，食塩水，石灰水，アンモニア水の

１ ちがいを調べる。

科学的な思考①
○ 実験結果をもとにして，教師の水溶液が何である
かを示すことができる。

一 知識・理解①
○ 水溶液には，気体や固体が水にとけているものが
あることをまとめる。

２ ○ 炭酸水にとけている気体はなにか，また，出てき
た気体をもういちど水にとかすことができるかを調 技能・表現①
べる。

○ 水溶液は，とけているもの以外に，どのような性
３ 質で分けることができるか，いろいろな水溶液をリ 技能・表現②

トマス紙につけて調べる。
二
４ 科学的な思考②

○ 水溶液は，リトマス紙の変化で，酸性，中性，ア

５ 知識・理解②
ルカリ性の水溶液になかまわけできることをまとめ
る。

関心・意欲・態度②６
○ 水溶液には，金属を変化させるはたらきがあるか
を調べる。

，
７

○ 塩酸にアルミニウムはくがとけた液を蒸発させて
科学的な思考③三 なにか出てくるかを調べる。また，出てきたものが

８ アルミニウムはくと同じ金属かどうかを調べる。

知識・理解③９
○ 水溶液には，金属を変化させるものがあることを
まとめる。

四 10 ○ 学習のまとめをする。 知識・理解①②③

５ 本時の指導
（１）目標

○ ５つの水溶液のちがいに興味をもち，進んでそのちがいを調べようとする。
○ 実験結果をもとにして，教師の水溶液が何であるかを示すことができる。

（２）指導構想
本時は本単元の第１時ということもあり，水溶液の性質に関する学習そのものに興

味や関心を抱かせる必要があると考える。そこで教師と同じ水溶液はどれかを調べる
ような探求的な学習展開にすることで，児童は意欲的に学習に取り組むことができる
と考える。
また，本単元の学習は既習内容である「もののとけかた」の学習との関連が深い。

そこでその学習を想起させることで，水溶液の性質のちがいを調べる際の手がかりと
させたい。
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授業後段では５つの水溶液の性質を構造的にまとめた後，教師の水溶液は自分たち
の調べた５つのどれと同じなのかを特定する。その際，特定した根拠を児童に記述さ
せたり，話し合わせたりする。この活動により５つの水溶液の性質についての理解が
より深まるものと考える。さらにこれらのことにより学習したことを活用して問題を
解決していく態度や，筋道を立てて考える力を育てたい。

（３）評価
具体の評価規準

評価規準 評価の方法 Ａ Ｂ Ｃの児童への手だて
① ５つの水溶 観察，実 ５つの水溶液 ５つの水溶液 ５つの水溶液
液のちがいに 験の様子を について進んで の性質について には，それぞれ
興味をもち， 観察して評 調べ，それぞれ 調べ，それぞれ 他とは違う特徴
進んでそのち 価する。 の特徴やほかと の特徴をまとめ があることを演
がいを調べよ の違いを見つけ ようとしている 示やグループ実。
うとしてい よ う と し て い 験を見せること
る （関心・ る。また，教師 で、本人にも実。
意欲・態度） の水溶液を見分 際にやってみる

けるための見通 よう助言する。
しに結びつけて
いる。

具体の評価規準
評価規準 評価の方法 Ａ Ｂ Ｃの児童への手だて

② 実験結果を ノートに 教師の水溶液 教師の水溶液 ５つの水溶液の
もとにして， 記述された が何の水溶液で が何であるか， 観察，実験の結
教師の水溶液 考えの根拠 あるか根拠を明 実験結果と比較 果を想起させ，
が何であるか や学習感想 らかにして記述 して特定し，記 教師の水溶液と
示すことがで をもとに評 できる。また， 述できる。 同じ特徴につい
きる （科学 価する。 生活経験から水 て実験プリント。
的な思考） 溶液名を推測す に印を付けさせ

る こ と が で き る等する。
る。

（４）展開
学習内容 予想される児童の反応 指導上の留意点と評価（○）段階

１ 学習問題をつかむ。 ・ ５つの水溶液Ａ～Ｅを提示
先生の水溶液にＡ～Ｅを書くのを忘れてしまい し，塩酸，炭酸水，食塩水，
ました。５つの水溶液がどれか分からなくなり 石灰水，アンモニア水の５種
ました。 類のうち，いずれかの水溶液

。 ，先生の水溶液はＡ～Ｅのどれと同じですか。 であることを説明する また
児童には班毎にＡ～Ｅを試験
管に入れて渡す。

・ 水溶液の定義について復習
し，全体で確認する。

導 ２ 課題を設定する。 ・ 課題を設定した後，薬品の
入 扱い方について全体に指導す５つの水溶液のちがいを見つけよう。

る。1 0
分 ３ 見通しをもつ ・ 薬品の扱い方に照らし，危
（１）５つの水溶液のち ・ 見た目を観察する 険でない方法を考える。

がいを調べる方法を ・ においをかぐ。 ・ 蒸発させる考えが出ないと
考える。 ・ 熱する（蒸発させ きには，５年生の「もののと

。 」 。る ） けかた の学習を想起させる
（２）実験・観察に必要 ・ 蒸発実験に使用する器具を

な器具は何か考え ・ アルコールランプ 提示し，その使い方について
る。 ・ 蒸発皿 説明する。

・ ピペット
等

４ 観察・実験を行う。 ・ 実験の際の留意点について
１ 見た目を観察する ・ 色はどれも同じ。 掲示資料を用い，事前に指導（ ） 。

展 ・ 泡が出ているものが する。
開 ある。 ・ 観察・実験は班毎に行う。
（２）においをかぐ。 ・ においがするものと ・ 熱する実験は（１ （２）27 ）

分 そうでないものがあ が終わったら準備を始めるこ
る。 とを指示しておく。

（３）熱する（蒸発させ ・ 白いものが出てきた ・ それぞれの観察，実験の結
る） ものとそうでないもの 果を構造的にまとめられよう
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がある。 なワークシートを準備する
（ ）。・ においがしたものも ノートに貼って使用する

のもある。 ○ ５つの水溶液のちがいに興
味をもち，進んでそのちがい
を調べようとしているか。

・ 結果について班毎に発表さ
せる。

５ 結果を発表・交流す ・ 観察・実験をしていて気が
る。 ついたことがあれば併せて発

（１）結果をまとめる。 表させる。
〈見た目について〉 ・ どれも無色だった。

・ Ｂ だ け 泡 が 出 て い
た。

・ Ｅは強いにおいがし
〈においについて〉 た。

展 ・ それ以外はにおいが ・ 食塩水，石灰水以外で析出
開 しなかった。 が見られた場合には，その量

の違いを指摘し，市販の水溶27
分 ・ ＣとＤは白いものが 液の成分上そのようなことが

熱したその後について 出た。 あることを伝える。〈 〉
・ それ以外のものは何
も出てこなかった。

・ 蒸発させるとにおい
のするものがあった。

（２）教師の水溶液の正 ・ Ｃ と Ｄ 以 外 は 分 か ・ 実験結果をもとに教師の水
体について考える。 る。 溶液を特定する。その際，教

・ ＣとＤは食塩水か石 師の水溶液を各班に持って行
灰水のどちらかなんだ かせ，３つの観察・実験をす
けど・・・。 ることで，特定させる。

○ 実験結果をもとにして，教
師の水溶液が何であるか示す
ことができる。

・ ちがいが明確でないときは
ＣとＤの厳密な特定はせず，
次時につなげる。

６ 学習をまとめる。
実験結果をもとに５ ・ 実験結果から，観点別にそ

つの水溶液のちがいに れぞれの水溶液のちがいにつ
ついてまとめる。 いてまとめる。
水溶液 見た目 におい 熱すると
Ａ 無色 なし 何も出ない
Ｂ 泡 なし 何も出ない
Ｃ 無色 なし 白いもの
Ｄ 無色 なし 白いもの
Ｅ 無色 刺激臭 何も出ない

７ 学習を振り返る。
終 （１）学習感想を書く。
末 （２）感想を発表する。 ・ Ａ～Ｅの水溶液の正
８ 体が知りたい。 ・ 本時の学習の感想だけでな
分 ・ とてもにおいの強い く，分かったこと，不思議な

水溶液にびっくりし こと，今後学習してみたいこ
た。 とも記述させる。

・ 水溶液には熱すると
何か出てくるものとそ
うでないものがあるこ
とが分かった。

８ 次時の予告をする。

・ ５つの水溶液の正体は何か
について児童に投げかけた
後，次時にはその正体を明ら
かにする学習をすることを伝
える。


